
安
政
６
年 

坪
内
逍
遥

（
愛
知
英
語
学
校

〈
現
旭
丘
高
校
〉
に
学
ぶ　

一
八
五
九�

一
九
三
五
）
尾
張
藩

 
 

 

太
田
代
官
屋
敷

（
現
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
）
で
生
ま
れ
、
の
ち
中
村
区
に
移
住
。 

 
 

 

明
治
18

年
に

「
当
世
書
生
気
質
」
「
小
説
神
髄
」
を
発
表

元
治
元
年 

二
葉
亭
四
迷

（
名
古
屋
県
洋
学
校

〈
現
旭
丘
高
校
〉
に
学
ぶ　

一
八
六
四�

一
九
〇
九
） 

 
 

 

尾
張
藩
江
戸
邸

（
現
東
京
都
新
宿
区
）
で
生
ま
れ
、
の
ち
中
区
に
移
住
。
明
治
20

年
、 

 
 

 

坪
内
雄
藏

（
逍
遙
）
名
で
日
本
で
初
め
て
の
言
文
一
致
体
に
よ
る
小
説

「
浮
雲
」
を
発
表

明
治
29

年 

野
口
米
次
郎

（
津
島
市
生
ま
れ　

愛
知
第
一
尋
常
中
学
校

〈
現
旭
丘
高
校
〉
中
退　

 
 

 

一
八
七
五�

一
九
四
七
）
象
徴
叙
情
詩
集

『Se
e
n
 a

n
d
 U

n
s
e
e
n

』
を
米
国
で
出
版
し
、 

 
 

 

脚
光
を
浴
び
る
。
子
息
は
芸
術
家
の
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ

明
治
29

年 

小
栗
風
葉

（
半
田
市
生
ま
れ　

一
八
七
五�

一
九
二
六
）
硯
友
社

・
四
天
王
の
ひ
と
り
。  

 
 

 

「
亀
甲
鶴
」
が
幸
田
露
伴
の
激
賞
を
受
け
る

明
治
30

年 

金
子
光
晴

（
津
島
市
生
ま
れ　

一
八
九
五�

一
九
七
五
）
二
歳
で
中
区
に
移
住
。
関
東
大 

 
 

 

震
災
の
あ
と
東
区
清
水
の
牧
野
吉
晴
宅
に
寄
寓
し
、
詩

「
水
の
流
浪
」
を
書
く

明
治
30

年 

江
戸
川
乱
歩

（
愛
知
五
中

〈
現
瑞
陵
高
校
〉
卒　

一
八
九
四�

一
九
六
五
）
三
歳
で
亀
山 

 
 

 

か
ら
父
親
の
転
職
に
伴
い
中
区
栄
に
移
住
。
四
年
制
の
白
川
尋
常
小
学
校

（
現
栄
小
学
校
） 

 
 

 

卒
業
後
ご
ろ
か
ら
少
年
雑
誌
を
発
行

大
正
元
年 

青
木
穠
子

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
八
八
四�

一
九
七
一
）
第
一
歌
集

『
木
霊
』
刊
行

大
正
２
年 

沼
波
瓊
音

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

愛
知
一
中

〈
現
旭
丘
高
校
〉
卒　

一
八
七
七�

一
九 

 

 
 

 

二
七
）
『
瓊
音
句
集
』
刊
行
。
の
ち
第
一
高
等
学
校
で
俳
文
学
を
講
じ
る

大
正
２
年 

渡
辺
霞
亭

（
名
古
屋
市
東
区
主
税
町
生
ま
れ　

一
八
六
四�

一
九
二
六
）
家
庭
小
説

 
 

 

「
渦
巻
」
を
大
阪
朝
日
新
聞
に
連
載
、
渦
巻
模
様
が
流
行
す
る

大
正
８
年 

伴
野
　
憲
（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

Ｃ
Ａ
〈
現
名
古
屋
商
業
高
校
〉
卒　

一
九
〇
二�

一
九
九
二
）

 
 

 

短
歌
同
人
誌

「
曼
珠
沙
華
」
を
中
山
伸
ら
と
創
刊

（
11

年

「
独
立
詩
文
学
」
に
改
称
）

大
正
９
年 

葉
山
嘉
樹

（
一
八
九
四�

一
九
四
五
）
中
区
に
移
住
し
、
名
古
屋
新
聞
記
者
と
な
る
。  

 
 

 

の
ち
千
種
刑
務
所
内
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

「
海
に
生
く
る
人
々
」
等
を
書
く

大
正
10

年 

郁
　
達
夫

（
八
高

〈
現
名
大
〉
卒　

一
八
九
六�

一
九
四
五
）
八
高
時
代
の
自
分
を
モ 

 

 
 

 

デ
ル
に
中
国
人
留
学
生
の
苦
悩
を
表
現
し
た
小
説

「
沈
淪
」
を
上
海
で
発
表

大
正
11

年 

同
人
詩
誌

「
青
騎
士
」
を
、
井
口
蕉
花

・
春
山
行
夫

・
高
木
斐
瑳
雄

・
斎
藤
光
次
郎

・ 

 
 

 

稲
川
勝
次
郎

（
の
ち
敬
高
）
・
三
浦
富
治

・
佐
藤
一
英

（
２
号
よ
り
）
ら
が
創
刊

大
正
11

年 

佐
藤
一
英

（
中
島
郡
祖
父
江
町
生
ま
れ　

一
八
九
九�

一
九
七
九
）
詩
誌

「
楽
園
」
を 

 

 
 

 

金
子
光
晴

・
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー

・
平
野
威
馬
雄
ら
と
創
刊
。
の
ち
聯
詩
集

『
空
海
頌
』 

を

 
 

 

棟
方
志
功
が
版
画
に
し
て
評
判
と
な
る

大
正
11

年 

尾
崎
久
彌

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

愛
知
一
中
で
学
ぶ　

一
八
九
〇�

一
九
七
二
）
個
人
雑
誌 

 
 

 

「
江
戸
軟
派
研
究
」
を
刊
行
。
歌
人
と
し
て
も
短
歌
雑
誌
「八
少
女
」
等
で
活
躍
し
、
若
山
牧
水

 
 

 

と
の
親
交
も
深
か
っ
た

大
正
11

年 

永
瀬
清
子

（
愛
知
県
立
第
一
高
等
女
学
校
高
等
科

〈
現
明
和
高
校
〉
卒　

一
九
〇
六�

��

 
 

 

一
九
九
五
）
金
沢
か
ら
東
区
に
移
住
。
在
学
中
か
ら

「
詩
之
家
」
に
参
加
、
の
ち

「
コ
ー 

 
 

 

ヒ
ー
の
進
軍
ラ
ッ
パ
」
を
発
表

大
正
12

年 

小
酒
井
不
木

（
蟹
江
町
生
ま
れ　

愛
知
一
中
卒　

一
八
九
〇�

一
九
二
九
）
中
区
に
移
住
。 

 
 

 

江
戸
川
乱
歩
の

「
二
銭
銅
貨
」
を
高
く
評
価
し
、
推
薦
文
と
と
も
に

「
新
青
年
」
に
発
表

大
正
12

年 

国
枝
史
郎

（
一
八
八
七�

一
九
四
三
）
西
区
に
来
住
し
、
小
酒
井
不
木
と
親
交
。
名
古
屋 

 
 

 

城
を
舞
台
に

「
天
主
閣
の
音
」
、
新
舞
子
に
移
っ
て

「
新
舞
子
の
杜
甫
」
等
を
書
く

大
正
12

年 

潮
山
長
三

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

Ｃ
Ａ
中
退　

一
八
九
二�

一
九
三
一
）
中
区
正
木
町 

 

 
 

 

を
舞
台
に
し
た

「
闇
の
森
心
中
」
を
発
表

大
正
13

年 

春
山
行
夫

（
名
古
屋
市
東
区
主
税
町
生
ま
れ　

Ｃ
Ａ
で
学
ぶ　

一
九
〇
二�

一
九
九
四
） 

 

 
 

 

詩

「
月
の
出
る
町
」
を
発
表

大
正
13

年 

佐
々
木
味
津
三

（
設
楽
町
生
ま
れ　

愛
知
一
中
で
学
ぶ　

一
八
九
六�

一
九
三
四
）
横
光

 
 

 

利
一

・
川
端
康
成
ら
と

「
文
藝
時
代
」
を
創
刊
。
の
ち

「
右
門
捕
物
帖
」
「
旗
本
退
屈
男
」

 
 

 

な
ど
を
書
く

大
正
13

年 

木
下
杢
太
郎

（
一
八
八
五�

一
九
四
五
）
愛
知
医
科
大
学

〈
現
名
大
〉
教
授
と
な
り
、  

 
 

 

東
区
に
移
住

大
正
15

年 

中
山
　
伸

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

Ｃ
Ａ
卒　

一
九
〇
三�

一
九
九
一
）
第
一
詩
集

『北 

の 
 

 
 

 

窓
』
刊
行　

昭
和
２
年 

矢
田
津
世
子

（
一
九
〇
七�

一
九
四
四
）
千
種
区
に
移
住
し

「
罠
を
飛
び
越
え
る
女
」 

 

 
 

 

を
書
く
。
の
ち

「
神
楽
坂
」
で
女
性
と
し
て
初
め
て
の
芥
川
賞
候
補

昭
和
２
年 

小
酒
井
不
木
、
江
戸
川
乱
歩
、
国
枝
史
郎
、
長
谷
川
伸
ら
が
合
作
組
合

「耽
綺
社
」
を
創
立

昭
和
２
年 

久
野
豊
彦

（
名
古
屋
市
東
区
白
壁
生
ま
れ　

愛
知
一
中
卒　

一
八
九
六�

一
九
七
一
） 

 

 
 

 

川
端
康
成
た
ち
と
新
興
芸
術
派
に
参
加
、
短
編
集

『
第
二
の
レ
エ
ニ
ン
』
を
刊
行

昭
和
４
年 

山
中
散
生
・
亀
山
巌

・
井
口
正
夫
ら
が
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
詩
誌

「Cin
é

」
創
刊

昭
和
４
年 

井
口
蕉
花

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
八
九
六�

一
九
二
四
）
遺
稿
集

『
井
口
蕉
花
詩
集
』
刊
行

昭
和
５
年 

阿
部
知
二

（
八
高
卒　

一
九
〇
三�

一
九
七
三

）
第
一
評
論
集

『
主
知
的
文
学
論
』
刊
行

昭
和
６
年 

浅
野
梨
郷

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

愛
知
一
中
卒　

一
八
八
九�

一
九
七
九
）
『
梨
郷
歌
集
』

 
 

 

刊
行
、
戦
後
中
部
日
本
歌
人
会
初
代
委
員
長
と
な
る

昭
和
７
年 

新
美
南
吉

（
半
田
市
生
ま
れ　

一
九
一
三�

一
九
四
三
）
半
田
中
学
校

〈
現
半
田
高
校
〉

 
 

 

卒
業
後
に
書
い
た
童
話

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
が

『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
る

昭
和
７
年 

丸
山
　
薫

（
豊
橋
市
在
住　

愛
知
四
中

〈
現
時
習
館
高
校
〉
卒　

一
八
九
九�

一
九
七
四
）

 
 

 

詩
集

『
帆

・
ラ
ン
プ
・
鴎
』
刊
行

昭
和
７
年 

本
多
顕
彰

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

八
高
卒　

一
八
九
八�

一
九
七
八
）
翻
訳

『
文
学
の

 
 

 

近
代
的
研
究
』
刊
行

昭
和
８
年 

尾
﨑
士
郎

（
西
尾
市
生
ま
れ　

愛
知
二
中

〈
現
岡
崎
高
校
〉
卒　

一
八
九
八�

一
九
六
四
）

 
 

 

「
人
生
劇
場 

青
春
篇
」
を

「
都
新
聞
」
に
発
表

昭
和
８
年 

富
安
風
生

（
豊
川
市
生
ま
れ　

愛
知
四
中
卒　

一
八
八
五�

一
九
七
九
）
第
一
句
集

『
草

 
 

 

の
花
』
刊
行
、
日
本
藝
術
院
会
員

昭
和
９
年 

桐
生
悠
々

（
名
古
屋
市
在
住　

一
八
七
三�

一
九
四
一
）
「
新
愛
知
」
主
筆
と
し
て
活
躍
。

 
 

 

守
山
区
に
在
住
し
個
人
雑
誌

「
他
山
の
石
」
を
発
行

昭
和
11

年 

中
条
雅
二

（
名
古
屋
市
在
住　

一
九
〇
七�

二
〇
〇
一
）
「
一
茶
さ
ん
」
（
作
曲 

中
野

 
 

 

二
郎
、
歌 

有
島
通
男
）
を
作
詞
、
コ
ロ
ナ
・
レ
コ
ー
ド
か
ら
発
売

昭
和
11

年 

高
屋
窓
秋

（名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
九
一
〇�

一
九
九
九
）
「
馬
酔
木
」
を
抜
け
て
社
会
性

 
 

 

の
強
い
句
集

『
白
い
夏
野
』
刊
行

昭
和
12

年 

富
沢
有
爲
男

（
東
海
中
学
校

〈
現
東
海
高
校
〉
卒　

一
九
〇
二�

一
九
七
〇
）
「
地
中
海
」

 
 

 

で
第
４
回
芥
川
賞
受
賞

昭
和
16

年　

太
田
鴻
村

（豊
川
市
生
ま
れ　

一
九
〇
三�

一
九
九
一
）
臼
田
亜
浪
に
師
事
。
大
野
林
火
と

 
 

 

は
生
涯
の
友
で
、
「
林
火

・
鴻
村
」
時
代
を
作
っ
た
。
句
集

『
穂
国
』
刊
行

昭
和
21

年 

丸
山
　
静

（春
日
井
市
生
ま
れ　

八
高
卒　

一
九
一
四�

一
九
七
八
）
新
日
本
文
学
会
愛
知
支 

 
 

 

部
を
浅
野
紀
美
夫
・
は
ら
だ
は
じ
む
と
共
に
設
立
。
の
ち
評
論
集
『
は
じ
ま
り
の
意
識
』
刊
行

昭
和
21

年　

八
高
時
代
の
同
期
、
本
多
秋
五

・
平
野
謙
が
荒
正
人

・
山
室
静

・
小
田
切
秀
雄
ら
と

「
近
代
文
学
」

 
 

 

創
刊

昭
和
22

年　

本
多
秋
五

（
豊
田
市
生
ま
れ　

一
九
〇
八�

二
〇
〇
一
）
文
芸
評
論

『
「
戦
争
と
平
和
」
論
』
刊
行

昭
和
22

年　

藤
枝
静
男

（
八
高
卒　

一
九
〇
七�

一
九
九
三
）
「
路
」
を

「
近
代
文
学
」
に
発
表

昭
和
22

年 

平
野
　
謙

（
一
九
〇
七�

一
九
七
八
）
文
芸
評
論

『
島
崎
藤
村
』
刊
行

昭
和
22

年　

鈴
木
花
蓑

（
半
田
市
生
ま
れ　

一
八
八
一�

一
九
四
二
）
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
雑
詠
欄
で
活
躍
。

 
 

 

大
正
４
年
に
上
京
、
長
く
大
審
院
の
書
記
を
勤
め
た
。
『
鈴
木
花
蓑
句
集
』
刊
行

昭
和
23

年 

小
谷
　
剛

（
名
古
屋
帝
国
大
学
付
属
医
学
専
門
部

〈
現
名
大
〉
卒　

一
九
二
四�

一
九  

 
 

 

九
一
）
同
人
誌

「
作
家
」
を
中
川
区
で
創
刊

・
主
宰

（
平
成
3

年
第
516

号
ま
で
発
行
）
、  

 
 

 

翌
年

「
確
証
」
で
第
21

回

（
戦
後
第
１
回
）
芥
川
賞
受
賞

昭
和
24

年　

木
全
圓
壽

・
清
水
信

・
井
沢
純

・
川
島
学
ら
が
同
人
誌

「
北
斗
」
創
刊

（
平
成
31

年
3

 
 

 
月
で
第
655

号
ま
で
発
行
）

昭
和
25

年　

稲
垣
足
穂
（
一
九
〇
〇�

一
九
七
七
）
同
人
誌
「
作
家
」
に
初
寄
稿
、
生
涯
で
149

作
品
を
「
作

 
 

 

家
」
に
発
表

昭
和
26

年　

亀
山
　
巌

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

愛
知
県
工
業
学
校
図
案
科

〈
現
愛
知
総
合
工
科
高
校
〉

 
 

 

卒　

一
九
〇
七�

一
九
八
九
）
「
作
家
」
の
表
紙
を
描
き
続
け
、
エ
ッ
セ
ー
集
『
裸
体
に
つ
い
て
』

 
 

 

刊
行
。
の
ち
名
古
屋
豆
本
を
開
板
、
以
降
144

冊
の
豆
本
を
刊
行

昭
和
27

年　

杉
浦
明
平

（
田
原
市
生
ま
れ　

豊
橋
中
学
校

〈
現
時
習
館
高
校
〉
卒　

一
九
一
三�

二
〇
〇
一
）

 
 

 

地
元
を
舞
台
に
し
た

「
ノ
リ
ソ
ダ
騒
動
記
」
発
表
。
の
ち

『
小
説 

渡
辺
崋
山
』
で
第
26

回

 
 

 

毎
日
出
版
文
化
賞
受
賞

昭
和
28

年　

中
山
伸
、
「
中
部
詩
人
サ
ロ
ン
」
を
結
成
し
て
、
高
木
斐
瑳
雄
・
伴
野
憲
ら
と

「
サ
ロ
ン
・
ド
・

 
 

 

ポ
エ
ー
ト
」
創
刊

昭
和
28

年　

新
村
猛
、
杉
浦
明
平

・
丸
山
静
ら
と
新
日
本
文
学
会
愛
知
支
部
を
再
建
し
、
代
表
と
な
る

昭
和
29

年　

永
田
正
男
・
宇
佐
美
道
雄
・
国
司
通
・
岩
崎
宗
治

（
愛
知
学
芸
大
学

〈
現
愛
知
教
育
大
学
〉

 
 

 

卒　

一
九
二
九�

）
・
城
山
三
郎
に
よ
り

「
く
れ
と
す
」
創
刊

昭
和
29

年　

饗
庭
孝
男

（
南
山
大
学
卒　

一
九
三
〇�

二
〇
一
七
）
ら
に
よ
り

「
近
代
批
評
」
創
刊

昭
和
30

年　

岡
井
　
隆

（名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
九
二
八�

）
塚
本
邦
雄

・
寺
山
修
司
ら
と
前
衛
短
歌
運
動
を

 
 

 

起
こ
す
。

の
ち

『
禁
忌
と
好
色
』
で
第
17

回
迢
空
賞
受
賞
、
日
本
藝
術
院
会
員

昭
和
32

年　

木
全
圓
壽

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
九
二
〇�

一
九
九
四
）
『
切
支
丹
俳
諧
師
』
を
評
論

 
 

 

家
の
花
田
清
輝
が
評
価
。
の
ち

「
名
古
屋
近
代
文
学
史
研
究
会
」
を
発
足

・
主
宰
し
、

 
 

 

郷
土
の
埋
も
れ
た
作
家
研
究
を
行
う

（
平
成
29

年
第
197

号
で
終
刊
）

昭
和
33

年　

新
村
　
猛

（
名
大
教
授　

一
九
〇
五�

一
九
九
二
）
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
』
刊
行

昭
和
34

年　

城
山
三
郎

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

Ｃ
Ａ
卒　

一
九
二
七�

二
〇
〇
七
）
愛
知
学
芸
大
学
在
職 

 
 

 

中
に

「総
会
屋
錦
城
」
で
第
40

回
直
木
賞
受
賞
。
の
ち

『落
日
燃
ゆ
』
で
第
9

回
吉
川
英
治 

 
 

 

文
学
賞

・
第
28

回
毎
日
出
版
文
化
賞
受
賞

昭
和
34

年　

江
夏
美
好

（
一
九
二
三�

一
九
八
二
）
同
人
誌

「
東
海
文
学
」
を
千
種
区
で
創
刊

・
主
宰

 
 

 

（
昭
和
56

年
第
80

号
で
終
刊
）
。
の
ち

『
下
々
の
女
』
で
第
11

回
田
村
俊
子
賞
受
賞

昭
和
35

年　

春
日
井
建

（
江
南
市
生
ま
れ　

南
山
大
学
中
退　

一
九
三
八�

二
〇
〇
四
）
歌
集

『
未
青
年
』

 
 

 

を
刊
行
し
、
三
島
由
紀
夫
が

「
若
い
定
家
を
持
っ
た
」
と
激
賞
。
の
ち

『
友
の
書
』
『
白
雨
』

 
 

 

で
第
27

回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞

・
第
34

回
迢
空
賞
受
賞

昭
和
37

年　

清
水
　
信

（
一
九
二
〇�

二
〇
一
七
）
鈴
鹿
市
に
在
住
し

「
現
代
作
家
論�

当
世
文
人  

 
 

 

気
質
」
を

『
近
代
文
学
』
に
発
表
、
第
３
回
近
代
文
学
賞
受
賞

昭
和
37

年　

北
川
　
透

（
碧
南
市
生
ま
れ　

愛
知
学
芸
大
学
卒　

一
九
三
五�

）
詩
と
思
想
の
同
人
誌

 
 

 

「
あ
ん
か
る
わ
」
創
刊

（
平
成
２
年
第
84

号
で
終
刊
）

昭
和
39

年　

福
永
令
三
（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

明
倫
中
学
校
〈
現
明
和
高
校
〉
卒　

一
九
二
八�

二
〇
一
二
）

 
 

 

「
ク
レ
ヨ
ン
王
国
の
十
二
か
月
」
で
第
５
回
講
談
社
児
童
文
学
新
人
賞
受
賞

昭
和
39

年　

谷
川
徹
三

（
常
滑
市
生
ま
れ　

愛
知
五
中
卒　

一
八
九
五�

一
九
八
九
）
『
芸
術
の
運
命
』

 
 

 

刊
行
、
法
政
大
学
総
長
。
子
息
は
詩
人
の
谷
川
俊
太
郎

昭
和
40

年　

藤
井
重
夫

（一
九
一
六�

一
九
七
九

）
「
作
家
」
に
寄
稿
し
た

「
虹
」
で
第
53

回
直
木
賞
受
賞

昭
和
42

年　

八
切
止
夫

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

愛
知
一
中
卒　

一
九
一
四�

一
九
八
七
）
独
自
の
史
観

 
 

 

に
基
づ
く

『
信
長
殺
し
、
光
秀
で
は
な
い
』
刊
行

昭
和
44

年　

阿
久
根
治
子

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

愛
知
県
立
女
子
短
期
大
学

〈
現
愛
県
大
〉
卒　

一
九

 
 

 

三
三�

二
〇
一
三
）
『
や
ま
と
た
け
る
』
で
第
16

回
サ
ン
ケ
イ
児
童
出
版
文
化
賞
受
賞

昭
和
45

年　

伊
藤
観
魚

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
八
七
七�

一
九
六
九
）
一
時
、
河
東
碧
梧
桐
を
頼
り

 
 

 

上
京
し
新
派
俳
人
と
し
て
活
躍
。
句
文
集

『
観
魚
』
刊
行

昭
和
45

年　

吉
田
知
子
（
名
古
屋
市
立
女
子
短
期
大
学
〈
現
名
市
大
〉
卒　

一
九
三
四�

）
「
無
明
長
夜
」

 
 

 

で
第
63

回
芥
川
賞
受
賞

昭
和
46

年　

豊
田
　
穣

（
一
九
二
〇�

一
九
九
四
）
中
日
新
聞
社
に
勤
め
、
「作
家
」
に
寄
稿
し
た

『
長

 
 

 

良
川
』
で
第
64

回
直
木
賞
受
賞

昭
和
47

年　

柏
木
義
雄

（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授　

一
九
二
八�

）
『
相
聞
』
で
第
12

回
中
日
詩
賞
受
賞

昭
和
48

年　

稲
葉
真
弓

（
愛
西
市
生
ま
れ　

津
島
高
校
卒　

一
九
五
〇�

二
〇
一
四
）
「
蒼
い
影
の
傷
み
を
」

 
 

 

で
第
16

回
婦
人
公
論
女
流
新
人
賞
受
賞
、
の
ち

『
エ
ン
ド
レ
ス
・
ワ
ル
ツ
』
で
第
31

回
女
流

 
 

 

文
学
賞
受
賞

昭
和
50

年　

宇
佐
美
魚
目

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

愛
知
一
中
卒　

一
九
二
六�

二
〇
一
八
）
句
集

『
秋

 
 

 

収
冬
蔵
』
刊
行

昭
和
51

年　

山
下
智
恵
子

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

名
大
卒　

一
九
三
九�

）
「
作
家
」
同
人
。
「
埋
め
る
」

 
 

 

で
第
19

回
婦
人
公
論
女
流
新
人
賞
受
賞

昭
和
55

年　

一
色
真
理

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
九
四
六�

）
詩
集

『
純
粋
病
』
で
第
30

回
Ｈ
氏
賞
受
賞

昭
和
55

年　

井
沢
元
彦

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
九
五
四�

）
「
猿
丸
幻
視
行
」
で
第
26

回
江
戸
川
乱
歩

 
 

 

賞
受
賞

昭
和
56

年　

尾
　
克
彦

（
旭
丘
高
校
美
術
科
卒　

一
九
三
七�

二
〇
一
四
）
南
区
を
舞
台
に
し
た

「
父
が

 
 

 

消
え
た
」
で
第
84

回
芥
川
賞
受
賞

昭
和
56

年　

堀
田
あ
け
み

（
あ
ま
市
生
ま
れ　

名
大
大
学
院
修
了　

一
九
六
四�

）
中
村
高
校
在
学 

 
 

 

中
に

「19
8
0

ア
イ
コ
十
六
歳
」
で
第
18

回
河
出
書
房
新
社
文
藝
賞
受
賞

昭
和
57

年　

澤
田
ふ
じ
子

（
半
田
市
生
ま
れ　

愛
知
県
立
女
子
大
学

〈
現
愛
県
大
〉
卒　

一
九
四
六�

）

 
 

 

『
陸
奥
甲
冑
記
』
『
寂
野
』
で
第
３
回
吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
受
賞

昭
和
57

年　

　
　
真
先

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

名
大
卒　

一
九
三
二�

）
『
ア
リ
ス
の
国
の
殺
人
』
で
第  

 
 

 

35

回
日
本
推
理
作
家
賞
受
賞
、
の
ち
本
格
ミ
ス
テ
リ
作
家
ク
ラ
ブ
会
長

昭
和
58

年　

高
柳
　
誠

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
九
五
〇�

）
詩
集

『
卵
宇
宙
／
水
晶
宮
／
博
物
誌
』

 
 

 

で
第
33

回
Ｈ
氏
賞
受
賞

昭
和
59

年　

連
城
三
紀
彦

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

旭
丘
高
校
卒　

一
九
四
八�

二
〇
一
三
）
『
恋
文
』
で 

 
 

 

第
91

回
直
木
賞
受
賞

昭
和
59

年　

鳥
井
加
南
子

（
愛
知
県
生
ま
れ　

一
九
五
三�

）
「
天
女
の
末
裔
」
で
第
30

回
江
戸
川
乱
歩

 
 

 

賞
受
賞

昭
和
60

年　

宗
田
　
理

（
名
古
屋
市
在
住　

一
九
二
八�

）
「
ぼ
く
ら
」
シ
リ
ー
ズ
第
１
作
と
な
る

『
ぼ

 
 

 

く
ら
の
七
日
間
戦
争
』
刊
行

昭
和
60

年 

藤
真
知
子

（名
古
屋
市
在
住　

一
九
五
〇�

）
「
ま
じ
ょ
子
」
シ
リ
ー
ズ
始
ま
る

（
平
成
30

年
ま
で 

 
 

 

全
60

巻
）

昭
和
60

年　

山
中
智
恵
子

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
九
二
五�

二
〇
〇
六
）
歌
集

『
星
肆
』
で
第
19

回

 
 

 

迢
空
賞
受
賞

昭
和
60

年　

山
口
洋
子

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
九
三
七�

二
〇
一
四
）
「
演
歌
の
虫
」
「
老
梅
」
で 

 

 
 

 

第
93

回
直
木
賞
受
賞

昭
和
61

年　

中
部
ペ
ン
ク
ラ
ブ

（
会
長 

浅
井
栄
泉
）
発
足

昭
和
61

年　

し
か
た
し
ん

（
愛
知
大
学
短
期
大
学
部
教
授　

一
九
二
八�

二
〇
〇
三
）
『
国
境
』
（
第

 
 

 

一
部
）
刊
行
。
劇
団

「
う
り
ん
こ
」
創
設

・
主
宰　

昭
和
61

年　

高
千
穂
遙

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
九
五
一�

）
『
ダ
ー
テ
ィ
ペ
ア
の
大
逆
転
』
で
第
17

回

 
 

 

星
雲
賞
受
賞
、
の
ち
日
本
Ｓ
Ｆ
作
家
ク
ラ
ブ
会
長

昭
和
61

年　

清
水
良
典

（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授　

一
九
五
四�

）
「
記
述
の
国
家�

谷
崎
潤
一
郎
原
論
」

 
 

 

で
第
29

回
群
像
新
人
文
学
賞
受
賞

昭
和
63

年　

清
水
義
範

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

愛
知
教
育
大
学
卒　

一
九
四
七�

）
『
国
語
入
試
問
題

 
 

 

必
勝
法
』
で
第
９
回
吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
受
賞

平
成
元
年　

杉
本
章
子

（
金
城
学
院
大
学
大
学
院
修
了　

一
九
五
三�

二
〇
一
五
）
『
東
京
新
大
橋
雨

 
 

 

中
図
』
で
第
100

回
直
木
賞
受
賞

平
成
元
年　

長
坂
秀
佳

（
愛
知
県
生
ま
れ　

一
九
四
一�

）
「
浅
草
エ
ノ
ケ
ン
一
座
の
嵐
」
で
第
35

回
江

 
 

 

戸
川
乱
歩
賞
受
賞

平
成
2

年　

稲
葉
京
子

（
江
南
市
生
ま
れ　

尾
北
高
校
卒　

一
九
三
三�

二
〇
一
六
）
「
白
螢
」
で
第
26

 
 

 

回
短
歌
研
究
賞
受
賞

平
成
2

年　

三
宅
千
代

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

愛
知
県
立
第
二
高
等
女
学
校

〈
現
名
古
屋
西
高
校
〉
卒

 
 

  　

一
九
一
八�

二
〇
一
七
）
『
冬
の
か
ま
き
り
』
で
第
17

回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
受
賞

平
成
3

年　

宮
城
谷
昌
光

（蒲
郡
市
生
ま
れ　

一
九
四
五�

）
『
夏
姫
春
秋
』
（
名
古
屋
の
海
越
出
版
社
刊
） 

 
 

 

で
第
105

回
直
木
賞
受
賞

平
成
6

年　

大
沢
在
昌

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
九
五
六�

）
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド

『
新
宿
鮫 

無
間
人
形
』

 
 

 

で
第
110

回
直
木
賞
受
賞

平
成
7

年　

篠
　
弘

（
元
愛
知
淑
徳
大
学
教
授　

一
九
三
三�

）
歌
集

『
至
福
の
旅
び
と
』
で
第
29

回 

 
 

 

迢
空
賞
受
賞

平
成
8

年　

瀬
尾
育
生

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
九
四
八�

）
詩
集

『DE
E
P

　

P
U

R
P
L
E

』
で
第
26

回

 
 

 

高
見
順
賞
受
賞

平
成
９
年 

野
沢
　
尚

（名
古
屋
市
生
ま
れ　

昭
和
高
校
卒　

一
九
六
〇�

二
〇
〇
四
）
「
破
線
の
マ
リ
ス
」

 
 

 

で
第
43

回
江
戸
川
乱
歩
賞
受
賞

平
成
11

年　

平
野
啓
一
郎

（
蒲
郡
市
生
ま
れ　

一
九
七
五�

）
「
日
蝕
」
で
第
120

回
芥
川
賞
受
賞

平
成
11

年　

茨
木
の
り
子

（西
尾
高
等
女
学
校

〈
現
西
尾
高
校
〉
卒　

一
九
二
六�
二
〇
〇
六
）
詩
集  

『
倚

 
 

 

り
か
か
ら
ず
』
刊
行

平
成
11

年　

梅
原
　
猛

（知
多
郡
育
ち　

八
高
卒　

一
九
二
五�

二
〇
一
九
）
「隠
さ
れ
た
十
字
架
」
「水 

 
 

 

底
の
歌
」
な
ど
で
文
化
勲
章
受
章

平
成
16

年　

神
山
裕
右

（愛
知
県
生
ま
れ　

名
古
屋
経
済
大
学
卒　

一
九
八
〇�

）
「
カ
タ
コ
ン
ベ
」
で
第
50

回

 
 

 

江
戸
川
乱
歩
賞
受
賞

平
成
17

年　

中
村
文
則

（
東
海
市
生
ま
れ　

一
九
七
七�

）
「
土
の
中
の
子
供
」
で
第
133

回
芥
川
賞
受
賞
、

 
 

 

の
ち
ア
メ
リ
カ
で
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
グ
ー
デ
ィ
ス
賞
受
賞

平
成
18

年　

絲
山
秋
子

（
一
九
六
六�

）
名
古
屋
に
勤
め
た
経
験
を
持
ち
、
「
沖
で
待
つ
」
で
第
134

回

 
 

 

芥
川
賞
受
賞

平
成
19

年　

栗
木
京
子

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
九
五
四�

）
歌
集

『
け
む
り
水
晶
』
で
第
57

回
芸
術 

 
 

 

選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞

・
第
41

回
迢
空
賞
受
賞

平
成
19

年　

諏
訪
哲
史

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
九
六
九�

）
「
ア
サ
ッ
テ
の
人
」
で
第
50

回
群
像
新
人

 
 

 

文
学
賞
と
第
137

回
芥
川
賞
を
Ｗ
受
賞

平
成
19

年　

夏
樹
静
子

（
一
九
三
八�

二
〇
一
六
）
名
古
屋
市
在
住
時
の

「
Ｗ
の
悲
劇
」
な
ど
で
第
10

 
 

 

回
日
本
ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
大
賞
受
賞

平
成
23

年　

島
田
修
三

（
愛
知
淑
徳
大
学
学
長　

一
九
五
〇�

）
『
蓬
歳
断
想
録
』
で
第
45

回
迢
空
賞
・

 
 

 

第
１
回
中
日
短
歌
大
賞
受
賞

平
成
25

年　

亀
山
郁
夫

（
名
古
屋
外
国
語
大
学
学
長　

一
九
四
九�

）
『
謎
解
き

『
悪
霊
』
』
で
第
64

回 

 
 

 

読
売
文
学
賞
研
究

・
翻
訳
賞
受
賞

平
成
28

年　

昭
和
31

年
に
創
刊
し
た
食
の
文
化
誌

「
あ
じ
く
り
げ
」
が
５
月
号
693

号
で
終
刊

平
成
29

年　

小
島
ゆ
か
り

（
名
古
屋
市
生
ま
れ　

一
九
五
六�

）
歌
集

『
馬
上
』
で
第
67

回
芸
術
選
奨 

 
 

 

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

平
成
30

年　

奥
山
景
布
子

（
愛
知
県
生
ま
れ　

一
九
六
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）
『
葵
の
残
葉
』
で
第
37

回
新
田
次
郎
文

 
 

 

学
賞
受
賞

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

監
修

・
郷
土
の
文
学
研
究
会
、
関
係
協
力
者

（
平
成
31

年
３
月
現
在
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